






要約:右室二腔症の術後に右脚ブロックが高頻度に発生する。右室二腔症術後症例の右脚ブ

ロックについて検討した。心電図では、左軸偏位を伴う完全右脚ブロックを 1/11 例(10%)、

完全右脚ブロックが4例(35%)、不完全右脚ブロックが 5例(45%)、右脚ブロックのみられ

ない症例が 1例(10%)存在した。体表面電位図より、右脚ブロックの障害部位は左軸偏位の

1例を除いて末梢性であった。これは異常筋束切除によって発生したと考えられた。 


